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墨
田
区
議
会
は
、
平
成
21
年
第
3
回
定
例
会
を
9
月
8
日
か
ら
9
月
30
日
ま

で
の
23
日
間
に
わ
た
っ
て
開
き
ま
し
た
。

9
月
8
日
の
本
会
議
で
は
、
自
由
民
主
党
、
公
明
党
、
日
本
共
産
党
の
3
人

が
会
派
を
代
表
し
て
、
区
長
、
教
育
長
に
対
し
て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
9
日
の
本
会
議
で
は
、
2
人
の
議
員
が
区
長
、
教
育
長
に
対
し
て
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
30
日
の
本
会
議
最
終
日
は
、
区
長
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
「
墨
田
区

教
育
委
員
会
委
員
任
命
の
同
意
に
つ
い
て
」
を
含
め
た
議
案
16
件
が
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、「
地
方
自
治
の
継
続
性
を
守
る
た
め
の
予
算
執
行

に
関
す
る
意
見
書
」
を
含
む
議
員
提
出
議
案
3
件
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
5
件
が
、
決
算
特
別
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
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回
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この区議会だよりは再生紙を使用しています

墨田五丁目運動広場で行われた今年の墨田区総合防災訓練

9月8日 ・本会議 ・会期の決定

・代表質問

9日 ・本会議 ・一般質問

・常任委員の所属変更等

・区長提出議案の説明

・委員会付託

14日 ・区民文教委員会 ・付託議案の審査等

15日 ・福祉保健委員会 ・付託議案の審査等

17日 ・産業都市委員会 ・付託議案の審査等

24日 ・企画総務委員会 ・付託議案の審査等

28日 ・議会運営委員会 ・本会議の議事運営

30日 ・議会運営委員会 ・本会議の議事運営

・本会議 ・議案の議決

・区長提出議案の説明

・委員会付託（決算）

会議日程（会期23日間）
第３回定例会中に開かれた主な会議は次
のとおりです。

平
成
　
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
　
 

│
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
│
 

20

９
月
30
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
区
長
か
ら
平
成
20
年
度
墨
田
区
一
般
会

計
、
同
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
同
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
、
同
介

護
保
険
特
別
会
計
、
同
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
の
各
歳
入
歳
出
決
算

書
が
、
監
査
委
員
の
意
見
書
を
付
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
区
議
会
で
は

決
算
報
告
を
受
け
、
９
月
30
日
に
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
10
月
20
日

か
ら
10
月
30
日
ま
で
の
間
、
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
決
算
審
査
の
模
様
は
、

次
号
（
平
成
22
年
１
月
発
行
予
定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
決
算
特
別
委
員
会
委
員
】

◎
林
　
　
恒
雄
　
大
越
　
勝
広

○
千
野
美
智
子
　
加
納
　
　
進

福
田
は
る
み
　
江
木
　
義
昭

山
本
　
　
亨
　
木
内
　
　
清

樋
口
　
敏
郎
　
中
村
　
光
雄

甚
野
　
博
義
　
鈴
木
　
順
子

青
木
い
さ
む
　
西
　
恭
三
郎

田
中

友
　

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

昨年の決算特別委員会のもよう
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平
成
21
年
度
墨
田
区
一
般
会

計
補
正
予
算：

歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億
５
３
８
２
万
１

０
０
０
円
追
加
す
る
も
の
。
歳
出
の

主
な
も
の
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

推
進
事
業
費
、
重
度
身
体
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
支
援
事
業
費
、

認
証
保
育
所
制
度
事
業
費
、
子
育
て

応
援
特
別
手
当
交
付
事
業
費
、
母
子

家
庭
等
自
立
支
援
給
付
事
業
費
、
保

育
園
分
園
開
設
準
備
経
費
な
ど

―
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

区
分
所
有
建
物
の
買
入
れ
に

つ
い
て：

京
島
一
丁
目
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
住
宅
の
用
に
供
す
る
た
め
区
分
所

有
建
物
を
買
い
入
れ
る
も
の
―
―
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

東
吾
嬬
小
学
校
校
舎
耐
震
補

強
そ
の
他
工
事
請
負
契
約

―
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

北
十
間
川
人
道
橋
下
部
工
事

請
負
契
約

―
起
立
表
決
の
結
果
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

北
十
間
川
護
岸
整
備
工
事

（
そ
の
１
）
請
負
契
約

―
起
立
表

決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
た
。

「
向
島
中
学
校
と
鐘
淵
中
学

校
の
統
合
新
中
学
校
計
画
に
伴
う
防

災
機
能
の
充
実
に
関
す
る
陳
情
」：

向
島
中
学
校
と
鐘
淵
中
学
校
の
統
合

新
中
学
校
に
、
災
害
用
に
転
用
で
き
る

ト
イ
レ
を
整
備
す
る
な
ど
、
区
に
防

災
機
能
の
充
実
を
求
め
る
も
の
―
―

趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
と

の
意
見
を
付
し
て
採
択
の
う
え
、
執

行
機
関
に
送
付
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地

の
貸
付
け
に
つ
い
て

―
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
入
所
待
機
者
や
今
後
も

増
加
が
見
込
ま
れ
る
要
介
護
認
定
者

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
基
盤
整
備
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、

平
成
20
年
11
月
に
策
定
し
た
学
校
跡

地
活
用
の
基
本
方
針
及
び
実
施
計
画

に
基
づ
き
、
旧
立
花
小
学
校
を
活
用

し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地

と
し
て
貸
し
付
け
る
旨
の
報
告
が
あ

っ
た
。

《
静
岡
県
浜
松
市
》

・
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

《
愛
知
県
蒲
郡
市
》

・
情
報
化
推
進
施
策
に
つ
い
て

《
神
奈
川
県
小
田
原
市
》

・
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

企
画
総
務
委
員
会
の
も
よ
う

企
画
総
務
委
員
会
の
も
よ
う 

企
画
総
務
委
員
会
の
も
よ
う 

議
案 

【
9
月
24
日
】

政
権
交
代
に
よ
る
地
方
自
治

体
へ
の
影
響
、
特
に
混
乱
や

停
滞
を
危
惧
し
て
い
る
。
区
政
へ
の

影
響
を
限
り
な
く
小
さ
く
し
、
区
民

の
不
利
益
に
繋
が
ら
な
い
よ
う
な
区

政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃
止
は
、

廃
止
後
の
具
体
案
が
見
え
な
い
中
で

高
齢
者
の
医
療
制
度
を
安
定
的
な
方

向
に
導
け
る
の
か
疑
問
で
あ
り
、
高

齢
者
に
不
安
な
思
い
を
さ
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
強
い
懸
念
を
抱
く
。
ま

た
、
平
成
21
年
度
補
正
予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
４
・
３
兆
円
の
基
金
の
う

ち
１
兆
円
以
上
を
凍
結
す
る
方
針
を

固
め
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
た
。
墨

田
区
議
会
は
本
定
例
会
で
、
区
民
生

活
の
さ
ら
な
る
向
上
等
を
図
る
た
め

の
補
正
予
算
の
審
議
に
臨
む
が
、
そ

の
財
源
確
保
が
流
動
的
な
ま
ま
審
議

す
る
こ
と
は
不
自
然
で
、
区
政
の
混

乱
を
招
く
も
の
で
あ
る
。
補
正
予
算

だ
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
の
凍
結
・
削
減
は
観
光
都
市
を
目

指
す
本
区
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で

あ
り
、
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の

暫
定
税
率
の
廃
止
に
よ
り
大
幅
な
歳

入
減
が
予
測
さ
れ
る
。
元
々
来
年
度

以
降
の
区
の
財
政
状
況
は
税
収
の
減

に
よ
り
大
変
厳
し
い
と
の
見
方
で
あ

り
、
こ
れ
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
は

本
区
の
事
業
計
画
、
財
政
計
画
に
相

当
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
区
長
は
こ
れ

ら
の
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

今
後
、
新
政
権
で
長
寿
医
療

制
度
の
廃
止
が
議
論
さ
れ
て

い
く
が
、
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
国

民
皆
保
険
を
維
持
す
る
た
め
の
医
療

制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

全
般
的
な
医
療
保
険
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
区
の
現
状
な
ど
を
特

別
区
長
会
を
通
じ
て
国
に
伝
え
て
い

き
た
い
。
今
回
の
区
の
補
正
予
算
は
、

現
下
の
社
会
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、

国
が
計
画
し
た
緊
急
雇
用
対
策
や
緊

急
経
済
対
策
を
受
け
て
実
施
す
る
も

の
等
の
所
要
経
費
を
計
上
し
た
。
現

時
点
に
お
い
て
基
金
等
の
凍
結
・
見

直
し
の
影
響
を
見
極
め
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
全
国
一
律
で
実
施
す

る
こ
と
と
な
る
子
育
て
応
援
特
別
手

当
等
は
国
の
動
向
に
合
わ
せ
て
実
施

し
、
そ
の
他
区
と
し
て
今
後
必
要
な

事
業
は
、
万
一
補
助
金
の
見
通
し
が

立
た
な
く
て
も
区
の
単
独
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
。
自
動
車
関

連
諸
税
の
暫
定
税
率
の
廃
止
は
、
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
関
連
事
業
に
と
ど

ま
ら
ず
、
本
区
の
財
政
運
営
に
大
き

な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
区

民
生
活
に
直
結
し
た
事
務
事
業
が
極

力
マ
イ
ナ
ス
方
向
に
働
く
こ
と
が
な

い
よ
う
新
政
権
に
は
ぜ
ひ
と
も
地
方

の
声
を
聞
い
て
柔
軟
に
対
応
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
で
は
「
集
団
へ
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
基

準
」
を
決
定
し
た
が
、
こ
の
基
準
を

区
民
に
浸
透
さ
せ
、
し
っ
か
り
と
し

た
対
策
の
成
果
を
出
せ
る
よ
う
一
層

の
努
力
を
望
む
。
ま
た
、
区
立
中
学

校
の
期
末
試
験
や
修
学
旅
行
の
実
施

な
ど
学
校
現
場
と
協
議
し
、
生
徒
や

保
護
者
に
対
し
適
切
な
対
応
を
取
る

よ
う
要
望
す
る
。
今
後
は
予
防
対
策

か
ら
医
療
問
題
へ
の
シ
フ
ト
も
重
要

で
あ
る
。
重
症
化
し
た
場
合
の
診
療

体
制
の
確
保
等
、
医
療
機
関
と
の
連

携
体
制
を
強
化
し
て
区
と
し
て
で
き

る
限
り
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。

当
面
は
決
定
し
た
基
準
を
ベ

ー
ス
に
、
患
者
が
発
生
し
た

場
合
の
速
や
か
な
マ
ス
ク
着
用
等
の

対
策
を
行
う
こ
と
と
し
、
日
常
か
ら

の
手
洗
い
の
励
行
等
個
人
で
可
能
な

対
策
を
中
心
に
区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。
学
校

の
期
末
試
験
や
修
学
旅
行
等
重
要
な

行
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
学
校

現
場
等
と
も
緊
密
に
連
携
を
取
り
合

い
適
切
な
対
応
に
努
め
た
い
。
今
後

想
定
さ
れ
る
大
流
行
期
に
備
え
、
区

内
医
療
機
関
と
も
協
力
し
て
区
民
の

生
命
と
安
全
を
第
一
に
対
応
し
た
い
。

ゆ
と
り
教
育
の
検
証
を
基
に
、

新
学
習
指
導
要
領
や
現
在

小
・
中
学
校
で
進
行
し
つ
つ
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
学
力
の
二
極
化
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
教
育
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
、
子
ど
も
た
ち
を
導
い
て

い
く
の
か
。
教
育
指
針
と
は
別
に
、

墨
田
版
「
新
学
習
指
導
要
領
」
等
の

作
成
と
運
用
を
考
え
た
ら
ど
う
か
。

ま
た
、
学
校
事
務
の
点
検
・
改
善
を

図
り
、
早
期
に
Ｉ
Ｔ
化
を
実
現
し
、

学
校
事
務
職
員
の
意
識
改
革
を
含
め

た
学
校
経
営
の
活
性
化
を
提
案
す
る
。

平
成
21
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
本
区
の
学
力

向
上
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

教
員
の
研
修
内
容
の
拡
充
な

ど
、
新
学
習
指
導
要
領
の
本

格
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
つ
つ
、

学
力
の
二
極
化
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
今
後
、
墨
田
区
版
「
各
教

科
等
の
年
間
指
導
計
画
」
等
を
策
定

し
、
墨
田
区
な
ら
で
は
の
特
色
を
打

ち
出
し
た
い
。
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ

る
学
校
づ
く
り
に
向
け
、
事
務
職
員

の
学
校
経
営
へ
の
参
画
の
あ
り
方
等
、

改
め
て
検
討
し
た
い
。
土
曜
補
習
教

室
の
充
実
や
家
庭
学
習
を
促
す
取
組

な
ど
を
強
め
て
お
り
、
今
後
と
も
教

育
委
員
会
と
学
校
・
家
庭
が
一
体
と

な
り
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
向

け
た
様
々
な
取
組
に
当
た
り
た
い
。

公
益
法
人
制
度
改
革
を
機
に

思
い
切
っ
た
外
郭
団
体
の
見

直
し
、
改
善
に
踏
み
込
む
べ
き
。

区
と
し
て
も
各
外
郭
団
体
の

個
別
の
課
題
等
の
対
応
と
と

も
に
、
必
要
な
指
導
・
助
言
を
行
う
。

問

問

問

答

答

答

'
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行

へ
の
備
え
が
急
務
で
あ
る

山
　
本
　
　
　
亨

自
由
民
主
党

政
権
交
代
に
よ
る
区
政
へ
の
影
響

は
最
小
限
に
な
る
よ
う
に
努
力
を

区
政
を
問
う 

！ 

代表 
質問 

'
す
み
だ
の
新
し
い
教
育
は
こ

れ
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

問答

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i
i

i

特
別
委
員
会
を
開
く

特
別
委
員
会
を
開
く 

特
別
委
員
会
を
開
く 

■
新
タ
ワ
ー
建
設
・
観
光
対
策
特
別

委
員
会

【
9
月
2
日
】

一
般
社
団
法
人
墨
田
区
観
光
協
会

の
設
立
以
降
の
経
過
に
つ
い
て
、
北

十
間
川
水
辺
空
間
整
備
事
業
の
進
ち

ょ
く
に
つ
い
て
、
新
タ
ワ
ー
周
辺
主

要
道
路
景
観
整
備
事
業
の
概
要
に
つ

い
て
、
大
横
川
親
水
公
園
歩
行
者
空

間
再
整
備
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
及

び
吾
妻
橋
防
災
船
着
場
整
備
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
都
市
開
発
・
災
害
対
策
特
別
委
員
会

【
9
月
3
日
】

鐘
ヶ
淵
周
辺
地
区
防
災
ま
ち
づ
く

り
の
状
況
に
つ
い
て
、
地
下
鉄
８
・

11
号
線
促
進
連
絡
協
議
会
に
お
け
る

調
査
研
究
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
曳
舟
駅
周
辺
地
区
再
開
発
事
業

の
経
過
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て
、

曳
舟
た
か
ら
通
り
街
路
整
備
事
業
に

つ
い
て
及
び
京
成
押
上
線
連
続
立
体

交
差
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

報
告 

議
案 

議
案 

議
案 

議
案 

陳
情 【

10
月
6
日
〜
8
日
】

管
外
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た 

管
外
行
政
調
査
を
行
い
ま
し
た 小田原市視察のもよう
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と
理
解
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
考
え

方
が
新
学
習
指
導
要
領
な
ど
に
も
反

映
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
は

各
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
保

全
、
国
際
理
解
教
育
、
食
糧
問
題
な

ど
の
学
習
内
容
を
地
球
的
視
野
で
捉

え
直
し
、
多
面
的
に
思
考
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
促
し
て
い
く
。
ま

た
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
考
え
方
や
ユ
ネ
ス

コ
・
ス
ク
ー
ル
の
実
践
例
、
そ
の
重

要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
各
学
校
に
情

報
提
供
し
、
主
体
的
な
参
加
を
呼
び

か
け
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
行
動

展
開
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
、

や
る
気
を
引
き
出
す
新
た
な

支
援
策
を
検
討
す
る
よ
う
望
む
。

人
材
育
成
な
ど
を
中
心
と
し

て
、
さ
ら
な
る
活
性
化
の
た

め
の
新
た
な
支
援
策
を
検
討
す
る
。

現
在
、
国
で
は
省
エ
ネ
家
電

な
ど
の
普
及
促
進
を
図
る
政

策
を
推
進
し
、
崩
壊
し
か
け
た
日
本

経
済
を
大
き
く
牽
引

け
ん
い
ん

し
て
い
る
。
墨

田
区
で
も
公
明
党
が
提
案
し
て
い
た

太
陽
光
発
電
な
ど
の
設
置
助
成
が
昨

年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
順
調
に

増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
し
か

し
、
設
置
す
る
場
合
は
住
宅
の
立
地

条
件
な
ど
に
よ
り
、
最
も
効
果
的
、

効
率
的
な
機
器
を
適
確
に
掌
握
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
昨
年

の
第
１
回
定
例
会
で
我
が
会
派
は
各

住
宅
に
最
も
適
し
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
に
関
す
る
診
断
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
省
エ
ネ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度

の
実
施
を
提
案
し
た
。
区
長
は
「
都

の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
と
も
連
携
を
と
り
、
効
果
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
の
仕
組
み
を
つ
く
る
」

と
答
弁
し
た
が
、
具
体
的
に
こ
の
１

年
、
ど
の
よ
う
な
連
携
を
し
た
の
か
。

答
弁
と
実
態
が
伴
っ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
省
エ
ネ
診
断
は
区
が
窓

口
と
な
っ
て
診
断
が
で
き
る
体
制
を

整
え
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等

の
設
置
事
業
者
は
登
録
制
と
し
、
区

民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
事
業
者

選
択
が
で
き
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト

す
る
仕
組
み
を
検
討
す
べ
き
だ
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等
の
省

エ
ネ
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

の
仕
組
み
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
平

成
20
年
３
月
に
策
定
し
た
「
墨
田
区

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」

に
お
い
て
、
省
エ
ネ
や
温
暖
化
防
止

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
け
る
こ
と

と
し
、
環
境
保
全
課
が
窓
口
と
な
り
、

相
談
を
受
け
て
い
る
。
今
後
、
専
門

的
内
容
に
つ
い
て
も
指
導
・
助
言
が

で
き
る
よ
う
東
京
都
地
球
温
暖
化
防

止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を

強
化
し
、
総
合
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

一
般
住
宅
を
対
象
と
し
た
省
エ
ネ

診
断
に
つ
い
て
は
、
需
要
の
増
加
に

伴
う
新
た
な
対
応
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
は
、
東
京
都
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
と
連

携
を
し
て
、
省
エ
ネ
診
断
事
業
者
の

紹
介
等
を
行
い
、
専
門
的
な
診
断
が

行
わ
れ
る
よ
う
仕
組
み
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
く
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
設
置

事
業
者
の
登
録
制
度
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
設
置
事
業
者

に
対
す
る
不
満
や
苦
情
は
聞
い
て
い

な
い
が
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等

の
需
要
は
増
加
し
て
お
り
、
今
後

様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
予
防
す
る
た
め
に
登
録
制
度
な

ど
を
含
め
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

自
転
車
の
駐
輪
対
策
に
つ
い

て
は
、
住
民
が
自
転
車
を
放

置
し
な
い
で
済
む
施
策
を
考
案
す
る

た
め
に
、
ま
ず
、
利
用
者
の
実
態
を

調
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
方
式
の
機
械
式
地
下
駐
輪
場
を
設

置
し
、
放
置
自
転
車
の
減
少
に
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
区
長
は
導

入
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

区
は
自
転
車
駐
輪
場
の
整
備
計
画

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
立
場
に
あ

る
。
そ
こ
で
、
路
上
や
空
き
地
な
ど

を
利
用
し
た
自
転
車
の
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
の
設
置
導
入
を
強
く
望
む
が

区
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

自
転
車
利
用
者
の
意
向
調
査

に
つ
い
て
は
、
よ
り
き
め
細

か
な
駐
輪
対
策
を
検
証
す
る
た
め
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
す
る

こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
式
大
型
地
下
駐
輪
機

は
地
上
部
の
場
所
を
と
ら
な
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
深
い
地
下

の
竪
穴
を
掘
削
す
る
た
め
、
か
な
り

の
設
置
経
費
が
か
か
る
と
聞
い
て
い

る
。
よ
く
調
査
を
し
て
検
討
し
た
い
。

道
路
上
な
ど
へ
の
駐
輪
機
の
設
置

に
つ
い
て
は
区
内
の
道
路
は
歩
道
幅

員
が
狭
く
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

空
き
地
な
ど
へ
の
設
置
に
つ
い
て
は

適
地
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

日
本
ユ
ネ
ス
コ
委
員
会
で
は

持＊

続
発
展
教
育
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

の
普
及
・
推
進
の
有
効
手
段
の
一
つ

と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
を
挙

げ
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル

の
特
徴
と
し
て
は
、
世
界
中
の
学
校

と
生
徒
間
、
教
師
間
で
交
流
を
行
い
、

情
報
や
体
験
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、

地
球
規
模
の
諸
問
題
に
ど
の
よ
う
に

対
処
で
き
る
か
な
ど
、
新
し
い
教
育

内
容
な
ど
の
開
発
・
発
展
を
共
通
課

題
と
し
て
取
り
組
め
る
。
さ
ら
に
広

い
視
野
に
立
っ
て
、
学
習
で
き
る
よ

う
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
に
各
学
校

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
強
く
働
き
か

け
る
考
え
は
あ
る
か
。

ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
の
取

組
は
有
意
義
な
も
の
で
あ
る

墨
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例：

健
康
保

険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
を
踏
ま
え
、

出
産
一
時
金
の
額
を
一
定
期
間
引
き

上
げ
る
等
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
整

備
を
す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

墨
田
区
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例：

社
会
保
険
の
保
険
料
等
に
係
る

延
滞
金
を
軽
減
す
る
た
め
の
厚
生
年

金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
制
定
を
踏
ま
え
、
保
険
料
に
係

る
延
滞
金
の
割
合
を
軽
減
す
る
期
間

を
延
長
す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

平
成
21
年
度
墨
田
区
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算：

出
産

育
児
一
時
金
支
給
費
等
１
１
０
４
万

８
０
０
０
円
を
追
加
す
る
も
の

―
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

定
額
給
付
金
給
付
事
業
の
実

施
状
況
等
に
つ
い
て

―
給
付
状
況

及
び
未
申
請
者
へ
の
対
応
等
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

旧
第
五
吾
嬬
小
学
校
の
跡
地

に
お
け
る
地
域
プ
ラ
ザ
の
整
備
に
係

る
基
本
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て

―
地
域
プ
ラ
ザ
整
備
計
画
ガ
バ
ナ

ン
ス
会
議
か
ら
提
言
さ
れ
た
基
本
計

画
の
素
案
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

「
す
み
だ
や
さ
し
い
ま
ち
宣

言
」
新
行
動
指
針
（
案
）
に
つ
い
て

―
す
み
だ
や
さ
し
い
ま
ち
宣
言
10

年
目
の
節
目
に
合
わ
せ
、「
区
民
の

行
動
指
針
」
を
「
私
た
ち
の
行
動
指

針
」
に
改
定
す
る
旨
、
報
告
が
あ
っ

た
。

「（
仮
称
）
墨
田
区
協＊

治
（
ガ

バ
ナ
ン
ス
）
推
進
条
例
」
の
検
討
状

況
に
つ
い
て

―
「
中
間
の
ま
と
め
」

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

す
み
だ
環
境
区
宣
言
に
つ
い

て

―
す
み
だ
環
境
共
創
区
民
会
議

で
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て
ま
と
め
た

宣
言
文
（
案
）
及
び
行
動
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て

―
本
年
４
月
に
実
施
し
た
調
査
の

結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
20
年
度
東
京
都
教
育
委

員
会
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を

図
る
た
め
の
調
査
」
の
結
果
に
つ
い

て

―
本
年
１
月
に
実
施
し
た
調
査

の
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

墨
田
区
「
開
発
的
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
状
況
調
査
」
の

結
果
に
つ
い
て

―
本
年
５
月
に
実

施
し
た
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
に
お
け
る

機
械
抽
選（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
抽
選
）

の
導
入
に
つ
い
て

―
導
入
す
る
施

設
、
導
入
時
期
及
び
抽
選
方
法
等
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

《
岩
手
県
北
上
市
》

・
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

《
福
島
県
福
島
市
》

・
環
境
施
策
に
つ
い
て

《
福
島
県
郡
山
市
》

・
学
校
教
育
施
策
に
つ
い
て
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郡山市視察のもよう

現下の経済状況は、本年９月に発表された内閣府の月例経済報告によれば、景気
は失業率が過去最高水準となるなど厳しい状況にあるものの、このところ持ち直し
の動きが見られるとしています。一方、生産活動が極めて低い水準にあることなど
から雇用情勢の一層の悪化が懸念されると報告されています。
特に、中小零細企業の多い本区にあっては、区民の暮らしは依然として厳しい状
況が続いています。こうした中で、本区は区民福祉の増進に向けた行政需要に応え
るため、国の補正予算に計上された「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」など
を織り込んだ事業を計画し、補正予算の議決を行ったところです。
国の補正予算の執行停止等の内容によっては、本区の経済対策の財源に欠陥が生
じ、事業の見直しなどの影響が想定されます。また、区民生活や雇用情勢への影響
を及ぼしかねません。
よって、墨田区議会は政府に対し、各地方自治体が進めてきた施策や事業につい
て財源問題で執行に支障が生じないよう、地方自治の継続性を守る予算執行を強く
要望いたします。
以上、地方自治法第99条の規定に基づき、意見書を提出します。

内閣総理大臣　総務大臣　財務大臣　　あて

地方自治の継続性を守るための予算執行に関する意見書 '
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